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(資料) 北海道経済産業局
北海道観光連盟
日本自動車販売協会連合会札幌支部

(資料) 国土交通省､北海道建設業信用保証㈱
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マンションの増勢一服により住宅着工は前年割れ来道者数はプラス基調を維持

大型小売店販売額
(既存店)

(前年比､ ％)
乗用車販売台数
(含む軽)
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(前年比､ ％)

住宅着工戸数

公共工事請負額

����年 ����年

(前年比､ ％)
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民間建築物着工床面積
(非居住用)



最近の道内産業経済動向
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●個人消費は一部高額商品などに明るさみられるが全体では低調

��月の大型小売店販売 (既存店) は��カ月連続前年割れ (前年比▲���％)｡ 冬もの衣料

のほか､ ブランド品など高額商品が好調な百貨店が前年を上回った半面､ 食料品などが中

心のスーパーでは依然低調｡ 乗用車販売 (��月) は､ 軽自動車が�カ月ぶりに前年を下回

り､ 全体では�カ月連続マイナス (同▲�	�
％)｡

●道内投資は住宅着工が一服

住宅着工戸数 (��月) は､ 持家が�カ月連続で前年比プラスとなったものの､ マンショ

ン着工の一服 (貸家・分譲とも) から､ 全体では同▲���％と
カ月ぶりに前年を下回っ

た (�－��月累計では同�	��％増)｡ 設備投資は､ 道外製造業を中心に前向きの動き (既

存設備の能力増強､ 道内工場建設計画等) がみられるものの､ 地場企業は一部を除き慎重

姿勢のまま｡ ��月の民間建築物着工床面積 (非住宅) は同▲���
％｡ 公共工事請負額は､

�－�月累計で同▲��	％と減少｡

●製造業生産は一部に水準を高める動き

鉱工業生産指数 (��月) は前年比▲��
％と�	カ月連続マイナス｡ 金属製品 (建設関連

需要低迷)､ 鉄鋼､ 食料品などが低下した半面､ 電気機械､ 輸送機械､ 石油製品などが上

昇｡ 前月比では�カ月連続上昇した｡

●観光は地域別に明暗あるものの総体では持ち直し基調

��月の来道者数 (除く海外からの直行便)

は前年比��
％増と�カ月連続プラス｡ 東ア

ジアを中心とする海外客も入国者ベースで同

����％増と増勢を維持｡ なお､ スキー場利用

客数 (��－�月累計､ リフト輸送人員ベース)

は､ 一部地域が伸びているものの､ 全体では

同▲���％｡ �月前半に各地で開催された冬

のイベントは､ 悪天候も影響して来場者数が

前年を�割前後下回った地域が多かった｡

●雇用情勢は改善基調ながらやや足踏み

��月の有効求人倍率 (常用) は	���倍と前

年なみ｡ �	－��月平均の完全失業率は���％

と前年比	��ポイント改善した｡

� -./01 調査ニュース ������

(資料) 経済産業省､ 北海道経済産業局

鉱工業生産指数
(����年＝���､ 季節調整済み)

全国

道内

����年 ����年
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□札幌市内分譲マンション需給､ 昨年は供給・成約とも直近�年間で最多

札幌市内における平成��年の分譲マンション需給動向をみると､ 新規供給戸数は､ 約�����戸
と直近�年で最多 (前年からの繰越在庫を含めた総流通戸数も同様) となった｡ 平成��年以降の
中心部や再開発地区における着工活発化に伴う販売増加が主因｡ 一方､ 総成約戸数も直近�年で
最も多く､ �年連続で前年を上回った｡ なお､ 新規供給分の成約率は供給戸数の増加に伴い前年
比でやや低下｡ 年末在庫戸数は直近�年で最多となる��	��戸超となった｡ 平成�
年を展望する
と､ 直近�年の着工戸数が�����戸超で推移 (��年は前年比��％増) したことから､ 新規供給ペー
スの鈍化は考えにくい｡ また､ 成約面では退職者層や独身者層にやや動きがみられるものの､ 全
体の成約率が大きく改善する環境とは言えず､ 在庫戸数は増加傾向が見込まれる｡

札幌市内分譲マンション需給動向 (戸､ ％)

項目
暦年 ���
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(資料) ㈱創芸札幌支社､ 国土交通省
※道内分譲住宅 (含む戸建て) 着工戸数に占める札幌市のウェートは
�％程度｡

□道内公共工事､ 総体の減少傾向が続く中地域別にはばらつき

前払い保証工事からみた公共工事請負金額を道内工事場所別に追ってみた｡ 平成�	年度を�年前と
比較すると､ 全道では
割超の減少｡ 支庁別でみると､ 殆どが�割から�割減少する中､日高が唯一
増加｡��年秋の台風被害に伴う復旧工事と高速自動車道工事が押し上げの主因｡ 今年度(����－�	��

累計)も総体では減少基調｡ ただし､ �支庁 (桧山､ 石狩､ 留萌) が前年比プラスで推移している
半面､ 災害復旧工事が剥落した日高が前年を
割超下回るなど､ 増減の幅にばらつきがみられる｡

工事場所 (支庁)別保証請負金額 (百万円､ 前年比％)
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(資料) 北海道建設業信用保証㈱
※北海道建設業信用保証㈱が保証した工事ベース｡

����� 調査ニュース ���	
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イベント 来場者数等 特徴､ 新しい試みなど

千歳・支笏湖氷
ひょう

濤
とう

まつり
(����－����)

・昨年は��万人｡ 今年は閉幕日を
�日遅らせ､ 札幌雪まつり後の
集客増を図った｡ バス利用客は
増加､ 乗用車利用客は減少傾向｡

・昼は支笏湖ブルーに輝き､ 夜はカクテルライトや
花火に映える氷のオブジェを観賞してもらうこと
がメイン｡
・近隣に温泉があるのが強み｡
(参加型の例) ゲーム大会､ 氷濤ウェディングなど｡

大沼函館雪と氷の
祭典
(���－�)

・前年比�％増､ ���万人｡
・台湾からのツアー客も増加傾向｡

・雪と氷の遊園地をテーマに雪像やジャンボ滑り台､
フリーマーケットなど｡
(参加型の例) 雪像づくりなど｡

さっぽろ雪まつり
(���－��)

・前年比▲�％､ �	
��万人｡ メイ
ンの大通会場は同�％増､ �
�万
人｡
・雪まつり期間 (�
�－��) の航
空輸送実績 (札幌発着の道外便)
は前年比▲��％｡ ＪＲの主要�

線区輸送実績は同▲�％｡

・｢さとらんど｣ 会場 (雪像はすべて市民の手作り､
会場運営や各種企画も地元市民が中心) が新たに
登場｡ 予想以上の����万人の集客｡
・各会場で市民､ 学生などの企画による多様な参加
型イベントが展開されたことが今年の特徴｡
(参加型の例) 雪を容器につめ全国に発送､ 雪像づ
くり体験､ 竹スキー作成､ 雪中パークゴルフ､ ス
ノーキャンドルづくり､ 雪上結婚式､ スノーシュー
を履いて円山散策など｡

旭川冬まつり
(��	－��)

・前年比▲�％､ 
���万人｡
・期間中の市内ホテル外国人宿泊
者数は延べ約�千人｡ 旧正月と
重なった前年をやや下回ったが
高水準｡

・台湾､ 香港等からの海外観光客は�年前から増加
傾向｡ 人気の旭山動物園と会場をシャトルバスで
連絡｡
・旭川市内・近郊の個人・団体がアイスキャンドル
を灯す ｢地域雪あかり｣ を昨年に続き開催｡ レト
ロバスに乗り見学するツァーも人気｡
(参加型の例) 雪像づくり､ スノーアート (おがく
ずなどで色づけ)､ 氷彫刻体験､ 馬そり試乗､ 雪合
戦など｡

網走オホーツク流
氷まつり
(���－��)

・前年比▲��％､ ����万人｡ 天候
不順などがマイナス｡

・氷雪像､ オロチョンの火祭り (音楽と踊り)､ 花火
など｡
(参加型の例) 雪像づくり､ 商店街でのオホーツク
屋台村､ 氷柱への輪投げ (流氷輪投げ) など｡

もんべつ流氷まつり
(���－��)

・前年比▲��％､ ����万人｡ ・大氷像の中に初めてライトを埋め込みライトアップ｡
(参加型の例) 氷早切りや氷柱抱きつき等の競技､ 市
民有志のあいすらんど共和国が様々な催しを企画｡

小樽雪あかりの路
(���
－���

・前年は����万人｡ 前年を上回る
ペースで推移 (�
��現在)｡ ��万
人超が目標｡

・��万本のろうそくを市内の歩道や運河の水面､ 家庭
の庭先などに灯す｡ 市内��ヵ所以上の会場で開催｡
(参加型の例)来場者がメッセージを書いた紙コップの
中にろうそくを灯す､ワックスボール(ろうそくを入れ
る容器)の製造､飲食店�店を�千円ではしご酒など｡

※各実行委員会からのヒアリング､ 報道等から当研究所が作成｡

� ����� 調査ニュース ������

道内各地で冬のイベント本格化､参加型企画に力

�月は､ さっぽろ雪まつりを始めとして本道の冬を彩るイベント開催が各地で相次いでいる｡
�月前半までの来場者数は､ 悪天候なども影響し概ね前年を下回った模様｡ しかし､ ｢見る｣
から企画･運営を含めて ｢参加する｣ ことに一層力が入れられており､ 冬の北海道の楽しみ
を自ら積極的に創りだしていこうという意欲が各地でみられる｡ 主な内容は以下の通り｡

■



��������	
� シリーズ②

Ｑ�ＧＤＰベースでみた公共投資 (公的固定資本形成)の額と全国シェアはどの程度か

Ａ 公的固定資本形成は����年度で�兆�����億円｡ 全国の�	�％を占める｡ �
年度 (当行経済
見通し) は�兆
����億円｡ これは��年度の��％の水準｡ なお､ 道内総支出に占めるシェ
アは､ ��年度の��	�％から��年度には�	
％に低下｡ その後も低下傾向にある｡ ちなみに､
全国の公的固定資本形成シェア (対ＧＤＰ) は��年度で�	�％｡

道内公的固定資本形成 (名目) の推移 (億円､ ％)

年度 ���� ���� ���� ���� ���� ���� (����) 伸び率･％
����� �����

公的固定資本形成 ��	��� ��	
�� ��	��� ��	��� ��	��� ��	��� ��	��� ▲��
� ▲��
�

全 国 シ ェ ア 

� 

� 

� 

� 

� 

� 

� － －
対道内総支出シェア ��
� ��

 ��
� ��

 ��
� �
� �
� － －
全国の対���シェア �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� － －

(資料) 道 ｢道民経済計算年報｣､ 内閣府 ｢国民経済計算年報｣｡ ����年度は当行経済見通し｡
※公的固定資本形成～国､ 地方自治体､ 公的企業等の公的部門が新規に取得した固定資産 (建設物や機械設備等) への支出
額｡ 土地造成費を含み､ 用地費は含まない｡

Ｑ�北海道開発事業費の推移と全国シェアはどうか

Ａ 北海道開発事業費 (国費ベース) は､ ���
年度当初予算で
��
�億円｡ 前年比▲�	�％と落ち
込んだ｡ この結果､ 全国シェアは前年度の�	
％を下回り､ 過去最低の�	�％となった｡ なお､
この全国シェアは���
年度の�
	�％が最高｡ ��

～����年度までは��％台で推移していた｡

北海道開発事業費 (当初予算) の推移 (億円､ ％)

年度 ���� ��
� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

開発事業費 (国費) ��� �	
�� 
	��� 
	
�� �	��
 �	��� 
	��� 
	��� �	
��

全 国 シ ェ ア ��
� ��
� ��
� ��
� ��
� ��
� �
� �
� �
�

(資料) 道 ｢経済要覧｣､ 北海道開発局資料
※北海道開発事業費～国の一般会計歳出予算の公共事業関係費 (除く災害復旧等) に相当する｡ 北海道総合開発に必要な公
共事業 (道路､ 治山治水､ 農業関連等の国直轄または補助事業) が開発事業費として､ 国土交通省に一括計上されている
(学校､ 庁舎等の施設費は含まれない)｡ なお､ 開発事業費額は､ 国費のみの ｢国費ベース｣ と国費に地元負担分を加えた
｢事業費ベース｣ の二通りの表し方がある｡

Ｑ�建設工事に限ると､ 官民の全国シェアはどうか

Ａ 道内建設工事費 (機械・器具等を含まない) のうち､ 公共の全国シェアは����年度で�	�％｡
民間の全国シェアは�	
％｡ 官民ともに全国シェアはやや低下傾向にある｡

道内建設工事費 (出来高ベース) の推移 (億円､ ％)

年度 ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����
伸び率･％

����� �����

建設工事費・公共 ��	��� �
	��� ��	��� �
	��� ��	�
� ��	��� ��	��� ▲��
� ▲��
�

全 国 シ ェ ア �
� �
� �
� �
� �
� �
� 

� － －
建設工事費・民間 ��	
�� �
	��� ��	�

 ��	
�� ��	��� ��	��� ��	��� ▲ �
� ▲��
�

全 国 シ ェ ア �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� － －

(資料) 国土交通省 ｢建設総合統計｣､ 道 ｢経済要覧｣
※建設工事費 (出来高ベース) ～建築着工統計などから工事�件ごとの月別進捗を推計したもの｡

����� 調査ニュース ����
� �

北海道の公共投資

■
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� ����� 調査ニュース ������

多くのヒット商品開発を通じ全国に“癒し”を提供する生活雑貨メーカー
～㈱ローレル ～

家庭のお風呂は疲れた体を癒してくれる空間｡ その湯船に入れる入浴料は､ 香りや色どり､
成分によりその癒し効果をさらに高めてくれることから根強い人気がある半面､ 市場では多
様な商品がひしめき競合が激しい｡ こうした中､ 斬新なアイデアと洗練された感性で､ 多く
のヒット商品を世の中に送り出しているのが生活雑貨メーカー・㈱ローレルだ｡ 今回は､ 入
浴料のほか化粧品､ ハーブ関連食品などを､ 商品企画から研究・開発､ 製造､ 販売まで一貫
して手がける当社を紹介する｡

自社ブランドでの製造に加え人気ショップ向け���供給も
札幌から車で北へ約�時間半の砂川市郊外｡ 当社の社屋と工場は､ 畑のど真ん中にある｡
ここで製造された商品が人気の生活雑貨店で扱われていることを知る人は意外に少ないかも
知れない｡ 当社は����(平成元) 年に室松敏雄氏 (前社長) が創業｡ 当初は自社の畑で栽培
したハーブを原料に､ ハーブ加工品やジャムなど土産品を道内観光地向けに製造していた｡
本格的に生活雑貨を扱うように経営の舵をきったのは����年以降｡ 今井現社長が社長の椅子
を引き継いでからだった｡ 以降､ 順調に業容を拡大｡ 自社ブランド (��	
��：カイラ) 商品
の製造に加え､ 生活雑貨を扱う国内人気ショップ向けに�
� (相手先ブランドで販売され
る製品の製造) も数多く手がけるようになる｡ これまでの当社製品の供給先には､ �
����
���
(フランフラン)､ ����
�������(アフタヌーンティー)､ 無印良品､ ロフト､ 東急ハンズ､
エステサロンの���､ 旭化成など多くの著名店・企業が名を連ねている｡

大ヒット商品を次々に開発､ 北海道の地域性にもこだわる
入浴料マーケットでは ｢�アイテムで年間��万個売れれば大ヒット｣ と言われる中､ 当社
製品はケタはずれの販売実績を持つ｡ フランフランの企画により開発し､ ����年に商品化
(�
�) した入浴料“ワンウィークバスソルト”は､ 初年度���万個を出荷し､ それ以来定
番商品となっている｡ 容器を小さな愛らしいテトラパッ
ク (三角錐) 型にするなど斬新なデザインに加え､ 日替
わり (�種類) で楽しめるアイデアが女性の心を捉えた
ようだ｡ さらに､ 昨年�月に発売された“ゲルマバス”
(東京の化粧品メーカーの企画により開発｡ �
�) は､
配合原料に独自の工夫をこらし､ 汗のじわーっと出る岩
盤浴効果のイメージを入浴料にうまく取り込むことに成
功｡ 発売から�カ月間の受注出荷数が���万個を超える
大ヒット商品となっている｡ 自社のカイラブランドでは､
ラベンダー､ 真こんぶ､ ハッカ､ ミルク､ 馬油など北海
道らしい素材を原料に配合した“北海道スローライフバ
スソルト”シリーズ (�種類) を､ また､ 出版社・じゃ
らん北海道のプロデュースによるコラボ商品“北海道湯
らり紀行”シリーズ (�種類) を開発・商品化 (道内主
要温泉地の泉質をイメージ｡ 昨年��月に発売開始) する
など､ 北海道へのこだわりが強く反映された商品も少な
くない｡ 入浴料だけで年間���万個を出荷するが､ この
ほかにも､ 化粧品､ 石けん､ キャンドル､ ポプリ､ 室内
芳香剤､ ハーブティー､ 野草茶､ スパイス､ ハーブ調味
料など､ 総体の扱い品目は� !��種類以上に上る｡

���

｢北海道湯らり紀行｣シリーズ

大ヒットの���製品
(左：｢ワンウィークバスソルト｣､右：｢ゲルマバス｣



����� 調査ニュース ������ �

会社の使命を全社員が共有､ エンドユーザー志向に徹する
当社では､ 常に ｢消費者が使って楽しいもの､ 幸

せな気分になれるものを提供｣ といったエンドユー
ザー志向が貫かれており､ こうした姿勢が､ 受注元
からの大きな信頼や､ ヒット商品を生み出す原動力
につながっている｡ また､ 優れた企画・開発力に加
え､ 自社で研究・製造部門を保有している点も強み
の一つ｡ 他社からの企画持ち込みに対してもキメ細
かく､ かつスピーディーな対応が可能だ｡ 実は､ 今
井社長が社長に就任したのは入社�年後､ ��歳の時｡
自社製品を売り込むために上京し､ 多くの著名な生
活雑貨店へ面談アポの電話をかけまくるが､ 会社の
知名度もなく断られ続ける｡ ｢相手から認めてもらう
には？｣ と自問自答の毎日｡ あきらめずに電話をか
け続ける中､ ｢�分だけでも｣ となんとか応諾をもら
い訪問した先で熱意が通じる｡ 話は�時間に及び初
めての大きな契約に結びつけた経験を持つ｡ その後も､ 顧客先店舗にくまなく足を運び､
｢こうした方がもっとよくなる｣ と商品アイデアを提案することで顧客の売上げ増に寄与｡
こうした積み重ねが､ 土産品メーカーから全国展開の生活雑貨メーカーに生まれ変わる礎と
なり､ 当社の大きな信用を築き上げてきた｡

｢人が全て｡ 社員を信じて任せることで個々の能力を最大限に引き出すことができる｣
これが今井社長の持論｡ 企画営業担当者は入社年次に関係なく企画から商品化まで責任あ
る仕事を任されるため､ 個々の感性がストレートに商品づくりに反映される｡ 気持ちがブレ
ず､ どれだけ意欲と思い入れが強いかが重要になる｡ ｢事細かには口を出さないが､ 要所要
所でチェックを入れて“気付き”を与える｡｣ こうした今井社長の経験に裏打ちされた人材
育成法が社員の士気を一層高めているようだ｡ 当社が採用で最重要視するのは､ 人間として
の志の部分 (夢は？目標は？何をしたいのか？どういう人になりたいのか？) ということも
十分うなずける｡ 今春の採用内定者は�人だが､ エントリー数はなんと���		人にも上るな
ど､ 企業ブランドも急上昇中｡

“有機野菜栽培”や“ものづくり教室”など事業展開に意欲的
この
月下旬､ 当社は楽天サイトにネットショップを立ち上げた｡ 商品を通して一人でも
多くの人に幸せを感じてもらいたいという願いからだ｡ また､ 今春にはスクールビジネス
(入浴料などの商品づくりを実践する教
室) を立ち上げる予定のほか､ 広大な畑
(東京ドームの約�倍) で昨年春から始
めた有機野菜栽培 (関連会社) では､ 徐々
に規模を拡大する計画｡ さらに､ 数年後
にはブライダル関連事業への進出など､
今後の事業展開にも意欲的｡
平均年齢が�	歳と若くエネルギッシュな
㈱ローレル｡ ｢
������(自然な)､ �������

(健康的な)､ ������(安全な)､ ��
���

(親しみやすい)｣ の�つのコンセプトを
ベースに､ 生活雑貨の提供を通して“癒
しや幸せを演出するものづくり”にかけ
る当社の伸びしろは､ この先も無限の広
がりをみせそうだ｡ (黒瀧 隆司)

■

【会社概要】

本 社 砂川市西豊沼���番地

�����－��－���� 	
�����－��－����

設 立 �
�
(平成元)年��月

資本金 �����万円

代表者 今井 浩恵

売上高 �億
�百万円 (����年�月期)

従業員 ��人 (含む関連会社､パート)

事業内容 生活雑貨・ハーブ関連製品の企画､ 開発､

製造､ 販売｡

ＵＲＬ ������������
��
��
�������� �

自社ブランドの商品群 (一部)
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〒��������札幌市中央区大通西�丁目
� (直通) ���－	

－��
	 内容照会先 黒瀧
北海道銀行ホームページ ���������������	
���	
��������

印 刷 有限会社 北光社

再生紙使用
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